
● 20 世紀に人類が破壊した環境と人の心
その蘇生がミレニアムシティの目標

●私たちがめざすのは自然循環型共生都市

　ミレニアムシティの２つの目的を実現する都市は、自然循環型共生都市とな

ります。

　都市づくりと環境蘇生という、ともすると相反してとらえられがちな２つの

人間の営みを、できる限り自然の循環の中で行い、都市と自然との共生、そ

の試みを通じてそのまちに住む人間同士の、よりつながりのあるまちづくりを

めざします。

　「人」と「自然」が相互に循環しながら、共生の関係を築いていく都市。

それが自然循環型共生都市です。
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コネクトハウジング

　コネクトハウジングとは、次の３つの骨子から構成される新しい住ま

いです。

①コレクティブハウス
　各住戸の独立性を確保しつつ、 いろいろなの施設 （浴場、 食堂と

キッチン、 保育ルーム、 図書室等） を共有し、 住民自らが運営まで

行う自立相互扶助型のすまい方です。住む人の意見を中心に進められる

ため、満足度の高い施設環境がつくり出せるとともに、その過程で住

民コミュニティが育成されます。

②コーポラティブハウス
　建物づくりを共同で行うことによって、希望どおりの施設をリーズナ

ブルな価格で手に入れるつくり方です。

③一緒に暮らすこころのケア
　コレクティブハウスでの住まい方は、人々のこころのつながりをとり

もどす可能性がありますが、同時に、一人一人の意識の持ち方が重要

になり、また適切なこころのケアも必要となります。そのこころのケ

アを住民が誰でも行えるようになると、より強いつながりを得ることが

できます。
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　これまでの消費型社会を持続可能型社会に変えていくために、すでに

破壊された環境の蘇生化を図る新しい都市像を提案します。そして環境

と共生する都市や建築を建設します。

　その１つの例が、都市＝農地＝森林として実現する都市像です。す

でにハウスフォレストリーは建築単体としては実現しています。

　ミレニアムシティは太陽光や風力などの自然エネルギー、燃料電池な

どの新エネルギーを活用したエネルギーの自給自足、食料の半自給自足

など、 自立型都市をめざします。 また、 大都市への一極集中や、 エ

ネルギー、供給処理システムの集中化を抑制し、分散させる、分散型

都市をめざします。

ネットワーク都市

　コネクトハウジングまたはその集合体は、それぞれ特徴を持つテーマ

タウンとなります。

　個々のテーマタウンはネットワークでつながります。ネットワーク内

に住み替えが容易なシステムを構築します。

　たとえば、海の近くに住みたい人が集まって海をテーマにまちをつく

る。山に住みたい人々が集まって、山や森をテーマにしたまちをつく

る。あるいは、都会の好きな人が集まって、都市内テーマタウンをつ

くる。または、その組み合わせなどなど。多様なテーマが可能です。

そして、それら相互をネットワークで結びます。情報通信技術で結ば

れることはもちろん、会員制リゾートホテルのような会員権やコミュニ

ティ通貨を使って、ネットワーク内で自由に住み替えや移動が可能なシ

ステムをつくることで、定住の利点と住み替えの利点をあわせもった、

次世代の住まい方を提案、実現します。
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●ミレニアムシティの主要な３つのコンテンツ

　ミレニアムシティでは、 パラダイ

ムシフト（価値観の転換）とセルフ

ビルド（市民が自らつくること）を

基本に、 市民の発想でまちづくりを

行います。 今のところ３つの主要な

コンテンツをもとにしながら、 「地

球環境の蘇生」と「人のつながりづ

くり」 を実現することを目標にして

います。
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